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研究課題名 ナノケージ材料からの気相 イオンの生成と応用O-

、 （ ） 、研究の概要等 我々はこれまで長年にわたり 固体表面からの 酸素アニオンラジカル 生成O-

およびその生成機構に関する研究を行ってきた。当初は燃料電池材料である かYSZ
- -らの 生成機構の解明を行っていたが、この研究の過程で、 の酸化に有効なO SO O2

を大量生成可能な材料 ・ 通称 を発見することができた。この材12CaO 7Al O ( C12A7)2 3

料は、結晶内部に の空隙を有するナノケージ構造のセラミックスであり、石灰4Å

とアルミナを焼結させることで作ることができる。原料は極めて安価であり、また

環境負荷がほとんど生じない。この を ℃以上で電圧を印加すると、気相C12A7 600

中に高密度の が発生することがわかった。イオン電流密度は 以上あり従O 1µA/cm- 2

来技術の 倍にあたる。その結果、以下に示すように分野へ応用範囲が大きく広1000

がっている。

の酸化除去1) SO , NO2

シックハウス原因物質等揮発性有機物質（ ）の酸化分解2) VOC
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半導体プロセス（ ）5) CVD

電子材料の表面修飾6)

超 製造装置からのフロンの分解7) LSI

これらの応用展開を視野に入れ、ナノケージ材料からの 放出に関する、高密度O-

化・低温化とその応用研究を進める。
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